
令和７年度 部会報告（相談支援部会） 

 

１ 令和７年度の取り組みの方向性 

人材不足・人材確保の課題は残っているが、引き続き相談支援専門員の質の向上と人材育成を目指

す。他部会や他分野とのコラボ研修等、連携を図りながら、お互いの役割を知る機会も図っていきた

い。事例検討会では少人数での検討方法を継続。学習会・基幹研修は、企画チームと企画運営を継続。

今年度の研修内容を踏まえてテーマを選定していく。 

 

２ 開催実績  

回 開催日 実施内容概要 参加数 

１ 令和 7 年 5 月 7 日 今年度について・事例検討会 31 人 

２ 令和 7 年 7 月 2 日 
基幹相談支援センター研修  

『ケアマネージャーの役割と事例検討』 
57 人 

３ 令和 7 年 8 月 6 日 『帯広市引きこもり支援ステーションゆっくりん』について 33 人 

４ 令和 7 年 10 月 1 日 レスパイト入院について・事例検討会 43 人 

５ 令和 7 年 11 月 5 日 基幹相談支援センター研修会『相談支援専門員とは』 39 人 

6 令和 8 年 1 月 7 日 新年の集い～グループワーク～ 19 人 

7 令和 8 年 2 月 4 日 事例検討会 21 人 

8 令和 8 年 3 月 4 日 今年度の振り返り 18 人 

 

３ 解決すべき課題 

・人材不足・人材確保 

・相談支援専門員の質の向上 

 

４ 実施・解決できたこと 

人材不足が今すぐに解消されることはできなくても今できることからと考え、まずは地域の資源や地

域の相談支援体制をしっかり把握・理解し、活用していける学習会を多く実施してきた。 

また、事例検討会や困難事例の相談時間など、相談支援専門員が１人の事業所でも地域の事業所が協力

して相談対応できるような機会も設けることができた。 

 

５ 実施・解決できなかったこと 

解決すべき課題に変わりはない。 

 

 

資料 ３ 



６ 令和８年度の取り組みの方向性 

相談支援専門員の初任層が増えてきたが、人材不足・人材確保という課題は継続している。 

現状を踏まえると、経験年数に限らず、次年度は基本に立ち返り、基礎を固める１年を目指していく。 

具体的には、引き続き事例検討会や企画チームによる基幹研修の運営を継続し、事業所間の連携強化と

相談支援専門員の質の向上を図っていく。相談支援部会と基幹研修の役割を活かし、日々の業務に活か

した学びの場を検討・実施していく。 

 


